業界横断2016-4-02

２０16年度 第3回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2016年10月11日（火） 14：00～16：30
２．開催場所　：　機械振興会館　地下3階　B3-6会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）
　　　特別会員　　　菊川　正博　　　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
      特別会員　　　石垣　　充　　　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会

　　　幹事会員　　　兼子　邦彦　　　小島プレス工業株式会社
　　　幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社

      幹事会員　　　上利慶太郎　　　株式会社NTTデータ

      幹事会員　　　藤野　裕司　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　幹事会員　　　中井　基雄　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　正会員　　　　千田　伸彦　　　株式会社テクノロジックアート

　　　正会員　　　　加藤　重雄　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　花澤　健二　　　キャノンITソリューションズ株式会社

　　　正会員　　　　川路　義隆　　　有限会社スクラッチソフト
　　　正会員　　　　港　　和行　　　イオンアイビス株式会社

　　　正会員　　　　藤本　昌宏　　　富士通エフ・アイ・ピー株式会社
　　　正会員　　　　湊本　智昭　　　株式会社ワイ・ディ・シー

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　　佐々木裕一　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　　宮軒　治雄　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会
　　　賛助会員　　　根岸　大介　　　一般財団法人流通システム開発センター

　　　賛助会員　　　浅田　寿人　　　一般社団法人全国銀行協会

　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     鈴木　勇人　　　経済産業省中小企業庁
　　　
　　　事 務 局　　　菅又　久直
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
　　　事 務 局　　　斉藤　良一
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者　22名
４．議事概要　
  2016年度第3回国際／業界横断EDIタスクフォースは、兼子委員長の進行により以下の議事を実施した。（資料：業界横断2016-3-01）
４－１．第2回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録確認
　前回議事録の確認を行った。（事務局菅又）（資料：業界横断 2016-3-02）
  質問、異議等なし。
４－２．業界横断EDI仕様の海外展開

JIT製造プロセスの国連CEFACTにおける標準化の進捗状況の説明が事務局菅又よりあった。（資料：業界横断　2016-3-03）
・JIT生産方式(CI-SC Scheduling)標準化プロジェクトでは9月26日から30日に国連CEFACTフォーラムで審議した結果、以下のようになった。

　　提案業務要件：　　　　　　　　　　　　　　１９

　　　　ソリューション合意　　　　　　　　　　１０

　　　　業務要件定義書の作成合意　　　　　　　　２

　　　　要求取下げ　　　　　　　　　　　　　　　６

　　　　保留　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
・それぞれの内容詳細は配布資料参照のこと。

（兼子委員長より補足説明）

・JIT生産方式は、現在タイで稼働している。9月からインドネシア、11月からオランダの工場にてそれぞれ稼働を予定している。また、トヨタアジアでもこの仕組みを取り入れたいという話も聞いている。
　

４－３．業界横断EDI仕様の国内業界への展開
　データ連携実証プロジェクト候補に関する関係者からの報告および議論が行われた。

　（資料：業界横断 2016-3-04）

【豊田商工会議所】兼子委員長の説明
　兼子委員長より以下の席上配布資料の説明があった。

・下請法50年ぶりの見直し：“手形の期間を60日に短縮“、“下請け事業者への支払いは現金とする”など（日刊工業新聞）
・“経産相　中小企業の人出不足解消などへ支援”世耕経済産業大臣と日本商工会議所三村会頭との会談や新潟商工会議所での福田会頭との会談内容紹介
・豊田商工会議所にて推進中の“GREEN-EDI”について：漫画ベースのパンフレットが完成した。今年度は対象の6000社への配布を行いメリットの説明や阻害要因の調査を主に行う。次年度より本格的な導入を推進する予定だ。
・“日本再興戦略2016”FinTechによる金融革新の推進に関して：「決済事務の事務量等に関する実態報告」での中間集計報告によると、入金の確認では通帳という回答が60％、振込事務は窓口またはATM利用が51％、利用ソフトは表計算が50％、今後のソフト活用はあまり考えていないが90％と高い数値を示している。特に最後の数値は現状で問題ないと考えている人が90％もいるという認識であり、ここをどうするかが課題である。
（鈴木オブザーバーの補足説明）

・アンケート結果の傾向としてはその通りと思う。現在は中間報告だが、詳細は今後発表していく。
【水インフラ】佐々木委員の説明

・M社での発注業務のEDI利用は、現在取引先1500社のうち30社で実施中。この30社で取引量の60％を占めているが他の取引先とは紙ベース（郵便など）でありこの分野での拡大が課題である。

・そのため共通EDIによる実証プロジェクトへの応募を検討している。

【松坂クラスター】兼子委員長の説明

・松坂地区での航空機部品納入企業8社の集まりで、MRJ等からの発注形態が“のこぎり発注”となっているのを、企業間での情報連携を図り解決していく狙いがある。
【TAMA地区中小企業、静岡地区中小企業、つながる町工場】川内委員の説明

・TAMA地区：B企業で検討しているが今回の公募には間に合わないかも。

・静岡地区：西岡先生のIVIの推進事業として進めている。地域コンソーシアムを展開しており大企業も関心を持っているので検討している。

・町工場：3社で同じアプリケーションを使用しており、この連携はとれているが他の取引先企業との連携をどうするかが課題であり、この検討を進めている。

【その他のプロジェクト】事務局菅又の説明
・家庭用品業界EDI：HOWNETの後継システムを検討

・電機・機械中小製造EDI：仕掛かり中

・花市場農業組合（沖縄）：沖縄のベンダー

・港湾物流請求支払：荷主と物流業者間のEDI（遠城氏より）

・医療機器業界：iPad活用の仕組み検討中
・販売と物流：クラウドの活用を検討中

【質問・意見等】

（鈴木オブザーバー）

１）豊田商工会議所の案件で“GREEN-EDI”には何社が参加になるか？

⇒今年度はトライで20社程度、次年度は150社位と考えている。（兼子委員長）
（事務局　菅又）
２）実証プロジェクト公募の募集時期についてとプロジェクト数は限定か？

⇒データ連携プロジェクトの公募は10月中には開始し、期間は1ヶ月ないし2ヶ月と考えている。実証プロジェクトは、データ連携プロジェクトの中で公募が行われるが、今年末ごろとなろう。また、実証プロジェクト数は予算内で細分化すれば10プロジェクトより増えることはある。（鈴木オブザーバー）

（藤野委員）
３）実証プロジェクトは共通的なEDI連携を目指しているが、既存のEDIとの連携を考えないと普及は難しい。現在ある周りのEDIとの接続を考慮する必要がある。そうでないと広がらなく、実証実験で終わらないためにもよく考えて進めて貰いたい。
４－４．業界横断EDI仕様活用ツール
　データ連携プロジェクトでは「業界横断データ辞書」を共通に活用して頂きたいと思っている。そのためのツールを準備したい。（事務局菅又）（資料：業界横断 2016-3-05）
・業界横断データ辞書とメッセージ辞書では、（日本語の）言葉は統一していく。
・プロジェクト対応の業界横断EDI仕様の策定では、業務領域ごとのコード表を登録して管理していく。また、プロジェクト固有の要求にも対応していく。

・（日本語の）メッセージ辞書を索引できて、使用できるサポートツールを準備していく。

・データ連携システムツール案としては以下の機能を提案したいと考えている。
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　　　（注）資料：業界横断 2016-3-05 スライド10より抜粋
【質問・意見等】
１）今後どういうツールが必要になるのかなどの調査・研究のため、今回の公募の1つのプロジェクトにはならないのか？（藤野委員）

⇒10の実証プロジェクトを公募し、まとめる委員会が設置されるはずであり、サポートツールの機能検討はその委員会の下に位置づけるのが望ましい。（事務局菅又）

２）実証のために必要な経費として、データセンターの整備費用などは適用されるのか？また、ユーザー企業でテストするための導入費用などは含まれるか？（兼子委員長）
⇒実証事業に関するものであれば対象になる。第３者が見たときに違和感がないように、従来の業務との関連で特異性がなければ良いと考える。（鈴木オブザーバー）
～～～（休憩10分）～～～

４－５．相互運用サブタスク活動報告

　湊本委員より相互運用サブタスクの活動報告があった。（資料：業界横断 2016-3-06）
・クラウド間での相互運用調査について：
富士通FIP様より契約企業向けの送達状況 通知サービス（実現方法、参照頻度、課題など）について説明いただき、検討を実施した。次回も検討を継続する。

・証明書の運用・管理について：
EDIにおける証明書交換運用に関する要求仕様（たたき台）をJISA EDIタスクフォースの技術WGに共有。現在、技術WGにて証明書運用に関するポイントを整理中で、SIPS相互運用STとの別途打合せ日程を調整している。ご意見をいただいた要求仕様はSIPSでの公開を予定している。

.中小企業向けのEDIについての検討：
ITコーディネータ協会の川内様より中小企業向けEDI実証実験の背景について説明を頂いた。次回も継続する。 
（川内委員からの補足説明）

・中小企業EDIの普及を考えたとき、市販のパッケージを買えば繋がるようなものでないと使われない。また、相手のパッケージはどこのものでもパッケージ同士が繋がるようにならないといけない。このような繋がるしくみとその効果（メリット）を明確にする必要がある。この２つの課題を実証して行きたい。
【質問・意見等】

１）実証プロジェクトにクラウド上でアプリケーション連携をしていくという計画があり、現在検討を進めている。（事務局菅又）
⇒EDIの世界はきっちりと決められたルールがある。クラウドでのサービスにおいてもそれをよく知ってもらう必要がある。（藤野委員）

２）今回の実証プロジェクトではどこまで繋げるのか、それぞれのプロジェクト同志もつながるのか？（兼子委員長）

⇒プロジェクト間の連携まではいかないと思う。まずは個別プロジェクト対応になるであろう。（事務局菅又）
５．次回予定
　次回の第4回国際／業界横断EDIタスクフォースは以下の日時、場所で実施します。

会議名：「第4回国際／業界横断EDIタスクフォース」

日時　：2016年11月29日（火）10時-12時

場所　：機械振興会館　地下2階2号室
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業界横断2016-3-01　第3回国際／業界横断EDI TF議事次第
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業界横断2016-3-03　JIT生産方式（スケジューリングSCM）国際標準化

業界横断2016-3-04　データ連携実証プロジェクト候補 

業界横断2016-3-05　業界横断EDI仕様活用ツール
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